
平成28年11月5日㊤・6日㊤
閏醒而高麗薬亘連車農林水産まつりと同日開催となります
現在の津のま与の基礎を築いた初代津藩主・藤堂高虎。「城づくり」の名人であった
と同時に、「人づくり」の名人だったとも言われています。今回は彼の影響を強く受

けたと言われる江戸時代初期の大名・小堀遠州との関係を軸に、当時の茶会を通じ
て築かれた人脈、そして新たな高虚像に迫ります。
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専修大学大学院文学研究科（日本近世史）博士後期課程修了。
文学博士。
善書「小堀遠州の茶会」

（柏宮房／第20回茶道文化学術奨励賞受賞）。
「小堀遠州　筒底さびの茶会」（大修館書店）ほか。

月刊『遠州』に「遠州茶会の客達」を80回以上連載中。
さいたま市大宮区「くら馬」にて講座「小堀遠州綺麗
さびの世界」を継続中。
ほかに講演活動を行うなど精力的に活動中。

所属研究会　茶の湯文化学全会員
生活と芸術研究会会員

1955年6月　福岡県八女市（旧・黒木町）生まれ。
久留米工業高等専門学校　機械工学科卒業。東京都大田区
役所に就職、後に図書館司書を務める。その間に数々の新
人賞に応募L r師直の恋」で佳作となる。
1990年に発表した「血の日本史」でデビュー。

2005年「天馬、翔ける」で中山義勇文学賞を受賞。
2013年「等伯」で第148回直木賞を受賞。
藤堂高庇公開達作品については、「下天を謀る」が2008年
に中日新聞で連載された。

1958年　愛媛県新居浜市生まれ。
1987年　神戸大学大学院文化学研究科博士課程修了。

学術博士（神戸大学）
2003年　三重大学教育学部教授

2013年　三重大学教育学部長に就任。
研究テーマ「日本近世国家成立史の研究」

主患善書
「日本中

研究」（を研究」（校倉曹房）「江戸時代の設計者一異能の武将・藤堂
高虎」「謎とき本能寺の変」「秀吉神話をくつかえす」（講談
社現代新書判）「秀吉と海賊大名一海から見た戦国終焉」（中
公新書刊　愛媛出版文学賞受賞作）「天下統一一信長と秀吉
が成し遂げた『革命別（中公新書刊）

近世移行期の地域構造」「日本近世国家成立史の
倉曹房）「江戸時代の設計者一異能の武将・藤堂

三重県総合博物館（MieMu）・実物図鑑ルームにて

蘭韻鰯④◎蘭擬態靂擾爵8
⑮11月1日（火）～12月18日（日）まで

※都合により変更する場合があります

実物図鑑ルームの観覧は無料・月曜日休館

掲載イベントに関するお問い合わせ

第9回高度サミットh津実行委員会
（港市市民交流課内）

TEL O59－229－3102

FAX O59－227－8070

※各イベントは一部変更になる場合があiJ表すのでご了承下さい。
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